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三乙
日

韻
(
理
論・
現
代)

(1国語学J 161集

は

め

じ

本
稿
で
は
現
代
日
本
語
の
音
声・
音
韻
に
関
す
る
研
究
を
と
り
あ
げ
る 。
「
現

代
日
本
語」
に
は
諸
方
言
を
ふ
く
め
る
が 、
方
言
を
対
象
と
す
る
研
究
の
う
ち

通
時
論
に
興
味
が
集
中
し
て
い
る
も
の
は
他
の
展
望
論
文
に
ゆ
ず
る
こ
と
を
原

則
と
し
た 。
ま
た
純
然
た
る
解
説
論
文
も
省
略
に
し
た
が
っ
た 。
解
説
論
文
の

多
く
は
次
節
に
列
記
し
た
雑
誌
特
集
中
の
も
の
で
あ
る 。
執
筆
に
あ
た
っ
て
特

に
あ
た
ら
し
い
方
針
を
た
て
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た 。
し
い
て
い
え
ば
海
外
の

研
究
に
も
注
意
を
は
ら
っ
た
こ
と
と
重
要
と
判
断
し
た
論
文
は
や
や
詳
細
に
紹

介
し
コ
メ
ン
ト
し
た
こ
と
が
特
徴
か
も
し
れ
な
い 。
国
語
学
に
お
け
る
音
韻
研

究
に
つ
い
て
の
感
想
を
末
尾
に
付
し
て
い
る 。

韻(理論・現代)

二 、
講
座・
雑
誌
特
集

『
講
座
日
本
語
と
日
本
語
教
育』
(
明
治
書
院)
第
二
巻
は
杉
藤
美
代
子
編『
日

本
語
の
音
声・
音
韻(
上)』
(
以
下
杉
藤
編
と
省
略)
で
あ
る 。
単
な
る
解
説
を
こ

え
た
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

の
あ
る
研
究
を
ふ
く
む 。
同
第一
巻
宮
地
裕
編
「
日
本

語
学
要
説』
に
も
音
声・
音
韻
関
係
の
論
文
が
あ
る 。
次
に
雑
誌
の
特
集 。
『
日

本
音
響
学
会
誌」
MM
1
3
に
小
特
集
「一
言
語
音
の
認
知
・

知
覚」
が
同
誌
記
|

音

日IJ

久

五世

主三

) 11 

日
に
小
特
集
「
音
声
研
究」
が
組
ま
れ
た 。
音
響
学
会
で
は
音
声
が
最
大
の
研

究
領
域
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る 。
後
者
の
座
談
会
と
寄
稿
に

は
工
学
・

理
学
系
研
究
者
の
言
語
観
が
あ
ら
わ
れ
て
い
て
興
味
ぷ
か
い 。
商
業

誌
で
は
『
言
語」
口
|
3
が
「
音
声
学
入
門」 、
『
日
本
語
学』
8
1
3
が
「
音

声」
と
銘
う
っ
た
特
集
で
あ
る 。
『
言
語』
の
ほ
う
は
創
刊
以
来
は
じ
め
て
の
音

声
学
特
集
で
あ
ろ
う 。
国
語
教
育
関
係
で
も
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
告
示
を

機
会
に
「
月
刊
国
語
教
育
研
究」
加
が
「
話
し
こ
と
ば
教
育」 、
「
月
刊
国
語
教

育』
伺
が
「
音
声
言
語
教
育
の
開
発」
を
特
集
し
た 。
圏
外
の
専
門
誌
で
は

『同MYOロ巾巴
g』
必 、
2
1
4
が
藤
村
靖
の
編
集
で
〉
ユ
WC
E
Z
弓
O『m
g-
s­

ZO口一
昨O
B
-uyoロ。]O
明
言
ω
胃
RV
ω

昔話】帥
と
題
し
た
調
音
運
動
の
観
測

と
そ
の
音
韻
論
的
解
釈
に
関
す
る
特
集
を
組
ん
で
い
る 。
こ
の
特
集
の
宮
可0・

門田口nzoロ
の
ほ
か
藤
村
は
「
音
声・
音
韻
研
究
の
展
望」
(
杉
藤
編)
で
も
米
国
を

中
心
と
し
た
音
声
・

音
韻
研
究
の
動
向
を
論
じ
て
い
る 。
定
量
的・
連
続
的
な

音
声
研
究
と
定
性
的・
離
散
的
な
音
韻
研
究
と
を
統一
し
て
音
声
生
成
過
程
の

全
貌
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
視
点
を
提
示
し
て
お
り
刺
激
に
あ
ふ
れ
た
内
容
で

あ
る 。
τロ
ヨ
包
え
句
宮口巾
ZM回
口 、
ー
ー
2
は
。ロ
号巾
P
Eロ
g-
Z同
E
5

0同
ω円V
2ny
と
題
し
て
弁
別
素
性
理
論
と
も
関
係
す
る
ρロ恒
三
巴
5
2
ミ
の

特
集 。
一
九
七
二
年
に
こ
の
理
論
を
発
表
し
た
民
Z・
2
2
8凹
自
身
の
新
論
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文が
巻
頭をか
ざっ
てい
る 。

三、

ア
ク
セ
ン
ト

今
期もこ
の
領
域の
研
究が
日
本
語
音
韻
研究の
中心を
な
す
傾
向にか
わ

りは
ない 。
日
本各
地で
着実なアクセ
ン
ト

記述がつ
づい
てい
る 。
都
染

直
也「
姫
路
市的
形
町方
言の
アクセ
ン
ト(4)」(『学苑』

瑚)
「
松江
市大

井
町方一言の
アクセ
ン
ト

資
料」(「学苑』
仰) 。
上
野
善
道「
愛
媛
県
魚
島方

言の
アクセン
ト

資
料」(『アジア・アフリカ
文法研究』
げ) 。
山口
幸
洋「
岐

阜
県
下の
アクセ
ン
ト(2)」「

同(3)」(『名古屋方言研究会会報」5 、
6) 。

大
西
拓一
郎「
宮城
県
北
部
方
言の
名
調の
アクセ
ン
ト

語
集」(「日本文化研

究所研究報告』
別巻お)
「
宮域
県志
津川
町方
言の
名
詞の
ア
クセ
ン
ト
ーー

音節単位によるモlラ方言の分析
||」(『国語学」

瑚) 。
中
井幸比
古「
現
代京
都

方
言の
ア
クセ
ン
ト

資
料(2)」
「
同(3)」
「同(4)」((2) 、
(4)
が『ア

ジア・
アフ
リカ
文法研究』
凶 、
ロ 。(3)
は私家版)
「
京
都方
言に
お
ける

外
来
語の
アクセ
ン
トにつ

い
て」(『言語学研究』7)「
京
都旧
市内にお
け

る
若
年
層の
アクセ
ン
ト(2)」(『国語研究』

日)
な
ど 。
京
都方
言は
よ
う

や
く
多
様性をはらん
だ
全
貌をしめ
し
は
じめ
た 。
後
述す
る
杉藤らの
研

究と
あわせ
よむと
近
畿方
言が
音
韻
変
化
研究の
好フ
ィ
ール
ド
を
提
供し

てい
るこ
とが
わか
る 。

郡
史
郎・
杉
藤美
代
子「
大
阪アクセン
トの

世
代差」
(『音声言語』
m)

は
デー
タベ
ース

に
編
纂さ
れ
た
大
量アクセン
ト

調査に
もとづ
く

報
告 。

式の
転
換に
は
世
代差よ
りも

個人
差がお
お
きい
との
指
摘が
ある 。
同じ

デー
タベ
ース

を
利用し
た
研究に
杉
藤・
田
原広
史「
統計的
観点か
ら
み

た
大
阪アクセン
ト」(『音声言語』

川)
も
あっ
た 。
杉
藤「
朗
読
音声に
お

ける
アクセン
トの

地域・
年
齢・
性
別に
よる
差
異」
(『国語学』
出) 、
馬
瀬

良
雄・
佐
藤
亮

の
研
究 。

「
東京
語アクセン
トの

多
様性」(杉藤編)
も
同一
傾向
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近
年 、
アクセン
ト

調査でおお
くの

複合
語が
記
録さ
れ
る
よ
うに
なっ

て
きた 。
複合
語アクセン
トと
その
構成要素の
アクセン
トの

関
係は
従

来く
わし
く

吟
味さ
れてい
ない
問題で
ある 。
窃岡
昭夫「
複合
名調の
ア

クセン
ト
||四伯名詞どうし復合の場ム
?|」(『日本語学」715) 、
岡田
英
俊

「
東京方
言の
複合
語アクセン
ト

記述の
体
系」(『言語研究」
似て
窪
園晴

夫
の
S
2
3
5仲間
Oロ

吾oロo
zm
R
包

g
g匂oc
E
問。
ロロ白
色Oロ
(
開ロ
包
SF

FSm己
主2
5) 、

佐
藤大和「
複合
語に
お
ける
アクセン
ト

規則と
連濁
規

則」(杉藤編) 。
複
合
語アクセン
ト
はか
な
りの
部
分が一
般的
原
則に
よっ

て
予測でき
る
ので 、
例
外を
うみ
だす
要
因の
分
析が
興
味の
中心と
なる 。

語の
統語的
構
造と
意
味の
両
方が
関
連して
くる
とい
う
点に
関して
窪園

と
佐
藤の
分
析は一
致してい
る 。

さ
て日
本
語諸方
言アクセン
トの

分
類方式につ
い
て
重
要な
論
考が
発

表さ
れ
た 。
上
野善
道「日
本
語の
アクセン
ト」(杉藤編)

で
ある 。
日
本

語諸方
言の
アクセン
ト

記述の
枠
組み
を
従
来の「
核」
中
心主
義か
ら「核」

と
「
式」
の
併用へ
と
変更してい
る 。
従来の
式が
「
高くは
じ
ま
るか
低

く
は
じ
まるか」
とい
うこ
値的な
音韻論上の
分
類基
準で
あ
り 、
音
声学

的な
実
質と
して
はアクセン
ト

単
位初
頭の
音調
値だけに
関
与す
る
のに

対し 、
上
野の
「式」
はアクセン
ト

単
位初
頭か
ら
単
位の
全
体にかか
る

音調の
方
向を
問
題に
してい
る 。
こ
の
ため
香川
県
伊吹島や
石
川
県
白峰

などの
下
降
式
音調を無理
なく
記述でき
る
だけでな
く 、
京
都方
言など

のい
わゆ
る
低起
式アクセン
トに

お
け
る
核の
直
前までのゆ
る
やか
なピ



ツ
チ上
昇の
よ
う
な
連
続的
音声
特徴を的
確に
記
述す
るこ
とがで
き
る 。

ま
た
音調の
方
向を
問
題と
す
るこ
との
必
然的
結
果と
し
て上
野の
「
式」

は二
値的
分
類に
と
ど
ま
る
必
要が
な
く 、

従
来の
高起
式・
低
起
式に
該
当

す
る「
平
進式」・「上
昇
式」
の
ほ
か
に「
下降
式」
「
低
接
式」
な
どが
提
案

さ
れ
てい
る 。
しか
し 、
岐阜
県
戸入
方
言につ
い
て
提
案さ
れ
た
「く
ぼみ

式」(上野善道「アクセント」『国文学解釈と鑑賞」
臼|1 、
一
九八九)
の

よ
うに
基
本的に
はピッ
チが
段
階的に
変
化す
る
アクセン
ト

体
系につい

て
も「
音調の
方
向」
に
よ
る
記
述がおこ
な
われ
る
の
をみ
る
と 、
あた
ら

しい
「
式」
の
性
質が
唆
昧
化す
る
印
象を
う
り
る 。
「
式」
につい
て
諸家の

議
論を
期
待する 。
なお上
野に
は
祖
語アクセ
ン
ト

体
系の
再
構形を
論じ

た
論
考「
下降
式アクセ
ン
トの

意
味す
る
もの」(『東京大学言語学論集』

必∞)
が
あっ
た 。

韻 (理論・現代)

生
成立自
韻
論的
研
究 。
岡田
英
俊「
生
成立回
韻
論に
よ
る
京
都方
言の
音調

の
分
析」(『東京大言語学論集』
語) 、
松森
晶
子「
自
律分節理
論に
よ
る
日

本
語
音
調の
記
述」(『言語研究』釘) 。
岡田
は
アクセン
トに

素
性を
設
定す

る
と
同
時に
ピッ
チ
変動
契
機の
時間
連
続体上
で
の
位
置に
注
目し 、
松
森

論文は
原口
庄
輔の
基
本
音調メロ
ディ
ー

を
廃
棄しよ
うと
す
る 。
こ
れ
ら

の
生
成
音
韻
論的
研
究は
記
述的
色
彩がつ
よい
こ
とが
特徴で
ある 。

四、

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

ポ
l
ズ

コ主三
日

イン
ト
ネ
ーショ
ン
は
音
韻
論の
ほ
か
統
語
論・
意味論・
語用
論に
まで

関
係す
る
現
象で
ある
ため
研
究
者に
よっ
て
さま
ざ
ま
なアプロ
ーチ

が
生

じ
て
く
る 。
かつ
て
文
末
部に
の
み
注目する
観点
も
あっ
た
が 、
近
年
発話

全
体のピッ
チ・
パ
タン
を
問
題と
す
る
アプロ
ー

チが
定
着しつつ
ある 。

そこ
で
あら
ため
て
問
題と
なるのがアクセン
ト
と
イン
ト
ネーショ
ン
の

関係で
ある 。
方
言研
究
界で
は
藤原
与一
の
「
文アクセン
ト」

のよ
うに

語ア
クセ
ン
トの

拡
張
と
し
て
イン
ト
ネ
ーショ
ン
を
把
握
す
る
立
場が
あ

る 。
山口
幸
洋「
静岡
市方
言の
アクセン
テュ
エ
lシヨ
ン」(『音声言語』

m)
は
アクセ
ン
トの

記
述方
法ほ
ぼ
その
ま
まに
自然談
話
資
料のピッ
チ

変動を
分
析し
てい
る 。
こ
の
分
析がい
わば
現
象論の
次元に
と
ど
ま
る
の

に
対し 、
久
保智之
「
福
岡
市方
言の 、
ダレ・
ナニ
等の
疑
問
詞を
含む
文

のピッ
チ・パ
タ
ーン」

(『国語学』
郎)
は
統語
構造との
関
係を
生
成
統語

論の
概
念を
利用し
ながら
明確に
定式
化し
て
アクセン
ト・
イン
ト
ネー

ショ
ン
研
究の
新しい
課
題を
提示するこ
とに
成
功してい
る 。
こ
の
研
究

は
今後
音
韻
論と
統語論に
わた
る
広い
範
囲の
興
味をよび
おこ
すで
あろ

う 。
こ
のほか
尾
崎
喜
光「「
句切
り」
の
実態をさ
ぐ
る一
つ
の
試み」(『音

声言語』
肌)
や
上
野
善
道「
隠岐島中
村方
言の
アクセン
ト

交替」(「国語

研究』
臼)
も一
種の
文アクセン
ト

研
究とい
える 。

文アクセン
ト

的
観点か
らの
研
究はピッ
チ
の
下
降・
上
昇の
位
置だけ

に
注目する 。
しか
し
離
徴
的な
位置の
指
定だけで
現
実に
観
察される
物

理
的
九パ
タン
を
説
明しつ
くすこ
と
は
無論不
可
能で
ある 。
談話
構造や

統語構造に
由
来す
る
イン
ト
ネーショ
ン
はピッ
チ
変動の
位置と
と
もに

量に
も
関
係してい
る 。
こ
の
種の
現
象を
研
究する
際に
は
定量的
分
析を

導入
する
と
同
時に
ピッ
チ・
パ
タン
が
付与され
る
文の
韻律
構造をモ
デ

ル
によっ
て
明
示す
るこ
とが不
可
欠と
なっ
て
くる 。
こ
の
方
面に
関す
る

重
要な
研
究が
米
国で
出
版され
た 。
』-
E巾吋円巾ZCS
Zユ
hr
冨・
∞巾nrB
S

(以下ア
w∞) 、
』同℃白ロ巾認
さロ何回門『znZ『巾(玄
弓
日M38) 。
こ
の
研
究は

一
九
八
四
年に
冨回、吋
に
提
出
され
た
巧・句。師向円
の
博
士
論文
、H，
Z
目UFO-

63 



ロぬ
江口回
目円同
志oロo-o
唱
。
ごO口市
白
E
E
Zロ白
色。ロ
E
E
E
5
8
の
成
果
を

承
けて 、
い
くつ
か
の
画
期
的
成果
を
あげてい
る 。
一
般
音韻理
論へ
の
貢

献と
して
注目さ
れ
る
の
は日
本
語のピッ
チ
下
降メカニ
ズム
と
して
アク

セン
ト・
自然
下降(
号nZ
220ロ)
の
ほか
に
アクセ
ン
トに
よっ
て
惹
起さ

れ
る
ピッ
チ・
レ
ン
ジ
の
せ
ばめ
現
象
ggsgu
を
認定し 、
その
作
用
域

を
韻
律
構
造
中に
表
現し
たこ
とで
ある
が 、
こ
れにつ
い
て
は
既
出の
藤
村

論
文(杉藤編)
で
詳
細周
到
な
紹
介が
なさ
れ
てい
る
の
で重
複をさ
けるこ

とに
する 。
その
ほか
東
京方
言ア
クセ
ン
トの

表
層(基底に
あらず)
音
韻

表
示に
徹
底的な
5
骨日
宮丘町円白色。ロ
を適用して
Z
5
45
包Zm
EZ

を
廃棄し
たこ
と
も
重
要な
成
果で
ある 。
こ
れに
よっ
て
音
韻
表
示の
最
終

段
階で
もピッ
チ
変
化の
契
機と
なる
音調だけが
疎に
指
定さ
れると
とに

な
り 、
H 、
L
で
埋めつ
くさ
れてい
た
従
来の
表
示に
くらべ
れ
ば 、
川上

繋が
『
国
語学」
悶
号の
展
望
論文で
指
摘し
た
「
柔
軟性」
の
欠
如が大
幅

に
改善さ
れ
ると
とに
なっ
た(ちなみにこの研究ではつねに川上説と対比

し
な
が
ら
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
定
式
化
が
す
す
め
ら
れ
て
い
く)
。
司
伶
∞

の
研
究

は
生
成
音
韻論のパ
ラ
ダ
イム
に
立
脚し
た
もので
ある
が 、
その
分
析は
組

織的
な
実
験デ
l

タに
さ
さ
えられてい
る 。
ま
た
単なる
分
析に
と
ど
まら

ず
離
数的
表
層
音
韻表
示を
入
力と
して
連
続的
九パ
タン
を
生
成する
音声

実
現
規
則を
実際に
定式
化してい
る
点に
も
注
目すべ
きで
ある 。
今回
提

案さ
れ
た
規
則に
は
素
朴
な
面
も
あ
り
今
後
批
判に
さ
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

が 、
離
散的
構
造か
ら
連
続的
物理
量へ
の
変換過
程を
は
じめて
言
語モ
デ

ル
中に
実
現し
たこ
とに
よっ
て 、
こ
の
研
究は
なが
く
記
憶さ
れ
る
で
あろ

Pつ 。イン
ト
ネーショ
ン
と
統
語
構
造の
関
係につ
い
て
は
窪
箇
晴
夫ω
ωBEn-

tn
白ロ門同
門F
3z
g-n
巾
『叫巾円丹田
O町
内同0
4司ロ印同巾
円二ロ
』曲目}曲ロ冊目巾
(
日ν
ぎロo-o問可、
6

11) 、
「
実
験
音
韻
論の
立
場か
らみ
た
日
本
語
イン
ト
ネ
ーショ
ンモ
デル

の
問題点」(電子情報通信学会技術報告)
||以

下では
信
学
技
報
||(皆

同∞lm)
がお
も
し
ろい 。
日
本
語イン
ト
ネーショ
ン
の
形
成に
句・
節など

の
構
造が
影響するこ
と
は
以
前か
ら上
野
田
鶴子らに
よっ
て
指摘さ
れて

い
た
が 、
窪園は
句の
内
部
などに
おい
て
も
同じ
現
象が
存在するこ
と
を

実
験的に
立
証
し 、
こ
れ
を左
枝分れ
構造と
右
枝分れ
構造の
違い
と
して

一
般化し
た 。
右
枝分れが
有
標の
構造で
あ
り 、
左
枝分れ
構
造と
右
枝分

れ
構造の
境
界ではピッ
チの上
昇がひ
きおこ
さ
れ
る 。
zm可-
s-
σ。。回同

と
呼ば
れるこ
の上
昇はフォ
ーカ

ス
に
よる
局所
的上
昇とは
ちがっ
て
後

続する
文の
全
体に
影響を
あた
える
もの
と
想定さ
れてい
る 。
こ
の
現
象

は
藤
崎
博也・
河
井
恒
m
g
r
色。ロ
。
ご
吉
宮
EWH
Eo
ロHgtoロ
宮
同
Z

40-n巾
P
E白
B
E
g-
骨
Zz
g
Q

gロ件。ロ円
。町
同町巾
告ow
g
』
若
宮市
印巾

(〉DD
E-
-凶ロ己
主門戸
自
己》
幻)
に
よっ
て
も
指摘さ
れて
お
り 、
河
井
恒・
広

瀬啓吉・
藤
崎博也
「日
本
語音
声の
合成に
お
ける
韻律的
特徴の
合成
規

則」(「信学技報』
岱
mmlm)
に
報告さ
れた
音声
合成シス
テム
では
枝分

れ
構造を
反
映し
た
九
フレ
ーズ

成分の
生
成
規
則が
定式
化され
た 。
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藤
崎の
イン
ト
ネ
ーショ
ンモ
デル
と
司
除
∞
に
代
表さ
れ
る
オ
l
ト
セ

グメ
ン
タル
なモ
デル
と
を
比
較する
と
司
除
∞
のモ
デル
で
は
ア
ク
セ
ン

トに
関する
音調と
句音調とがひ
とつ
の
ZW円
に
混
在してい
る
が 、
藤崎

モ
デル
で
は
両
者がアクセ
ン
ト

成
分とフレ
ー

ズ
成
分に
分
解さ
れ
て
民

生
成
過
程で
独
立
し
た
と
り
あっ
か
い
を
う
け
る
点が
ち
がっ
てい
る 。
藤

崎・
河
井
論文に
しめさ
れ
た
文の
統語
境
界の
性
質とフレ
ーズ

成分の
変

動につ
い
ての
分
析はアクセン
ト・
フレ
ーズ

両
成分を
分
離して
表示し



うるモ
デル
の
利点がよ
く
あらわ
れ
た一
例で
ある 。

フォ
ーカス
と
イン
ト
ネーショ
ン
に
つい
て 。
郡史
郎に
論
文が
多い 。

「
強
調と
イン
ト
ネーショ
ン」(杉藤編)
「
発
話の
音
調を
規
定す
る
要
因|

|日
本
語イン
ト
ネ
ーショ
ン
論
||」

(『
吉
沢
典
男
教
授
追
悼
論
文
集』
東
京
外
大
音
声
学

研
究
室)
は
や
や
解
説
的 。
叶}Mm
g
E】
Z
Z4-
2
0向
。
s
E
』釦
宮口市凹冊一

〉
ロ
吉同町
立
包
括℃
0
3
(
者O門
主ロ四
回》曲目ν巾『的
弱、
叶
Z
念
宮
ユ
ヨ
g
Z
Eロ
官
Z­

znp
d5
0Zoωgs
cE
gg-q)
は
司
除
切
で
も主
要な
参
考
文
献と
な

っ
た
研
究 。
こ
の
ほ
か「
玉の
海」(「タマ
ノ」
ウミ)
と「玉」
の「
海」(「

タ
マ
ノ
「
ウ
ミ)

大
阪
語
の
二
種
の
ピ
ッ
チ
下
降」
(『
視
聴
覚
外
国
語
教
育
研
究』

日 、
大阪外大)
は
アクセ
ン
ト

核に
よ
るピッ
チ
下
降が
高音で
お
わ
る
語に

低
音で
は
じ
ま
る
語がつ
づい
た
場
合の
下
降よ
り
もゆ
るやか
で
あるこ
と

を
報
告し
てい
る 。
東
京
方
言につい
て
ふる
くか
ら
議
論の
ある
「
花」
と

「
鼻」
のピッ
チ
差に
類し
た
問題で
ある

韻(理論・現代)

文
ない
し
談
話レ
ベ
ル
の
音
声
現
象と
し
て
文
中
ない
し
文
聞の
ポ
lズ

(休止)
も
重
要
な
研
究対
象で
ある 。
杉
藤
美
代子「
談
話に
お
ける
ポ
lズ

と
イン
ト
ネ
ーショ

ン」(杉藤編) 、
東淳
了
津熊
良
政「
統語的
あい
まい

文
の
理
解に
おい
て
九
と
ポ
iズ

が
果た
す
役
割
||近畿方言を素材として」

(『
音
声
学
会
会
報」
問) 、
上
野
田
鶴
子・
今
川
博
ω。
ョ巾
2
5
R
E
S
胃O由。
身

Z
Z
包
古関
白
印
ぢ
弓
吉
』
名曲口市印巾
(
〉ロ
E
巳
回
三-
2
5
EF同v
n) 、
世
木
秀

明・
大
山
玄「
朗
読
音声に
お
ける
ポ
lズ

の
長さ
と
自
然
性」
(平成元年度

日
本
音
声
学
会
全
国
大
会
研
究
発
表
論
集)
な
ど
が
あ
っ
た 。
杉
藤 、
世
木・
大
山

ら
の
おこ
なっ
た
談
話
中の
ポ
1ズ

削
除
実
験の
音
声を
聴くと
音
声コ
ミュ

ニ
ケ
ーショ

ン
で
ポ
lズ

が
果す
役
割のおお
き
さに
あら
ため
て
気づか
さ

音

れ
る 。

五、
分
節

音

高田
正
治・
上
村幸
雄が二
十年ちか
くに
わたっ
て
継続して
き
た
日
本

語の
調
音運動につい
て
の
実
験音声学的
研
究がまと
まっ
た 。「日
本語の

母
音 、
子
音 、
音
節
ll調

音
運
動の
実
験音声
学的
研
究
||」

(
国
立
国
語
研
究
所
報
告

別) 。
X
線映画に
よる
声
道
側面か
らの
調
音
運動の
観
察に
くわえて 、
ダ

イナ
ミッ
ク・パ
ラ
ト
グラフ
(ロ司)
に
よ
る
舌と口
蓋面の
接触パ
タン 、

咽
頭部に
お
ける
気圧
変化 、
口お
よ
び
鼻か
らの
呼
気流量を
計測して
調

音
運動を
多元
的に
観
察
してお
り(ただしこれらの測定は同時におこ
な

わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

残
念
で
あ
る
が
X
線
映
画
の
再
撮
影
が
不
可
能
で
あ
る
以
上

しかたのない
選択で
ある) 、
サウン
ド・スペ
クトロ
グラフ
に
よる
音
響的

分析
も
適宜
利
用さ
れ
てい
る 。
本書は
多数の
計測
資
料図と
そ
の
解
説か

ら
構成され
てい
る 。
資
料の
中心
をなすX
線画
像のトレ
ース

は
熟
練を

要す
る
作
業で
あり 、
こ
の
研
究をさ
さ
えたの
は
高田
のす
ぐれ
た
測定技

術で
ある 。
一
方 、
解
説では
上
村の
貢
献がお
お
きい 。
諸
種の
生理
的・

音
響
的資
料を
有
機
的に
関
連させ
ながら
日
本
語に
お
け
る
子音と
母
音の

交互
作用を
あき
らかに
し
よ
うと
し
てお
り 、
随所に
興
味深い
音
声
学的

考
察がち
りばめ
ら
れ
てい
る 。
おお
くは

厳密な
科学的
実
証を
経て
お
ら

ず
仮
説の
段
階に
とどまる
もの
で
あるが 、
今後の
生理
学的
実
験
研
究に

豊
富な
課題を
提
供し
てい
る 。
その
意味で
本書は
音声学に
専門
的興
味

をい
だ
く

読
者を対
象に
してい
る 。
なお
上
村は「言語
学大
辞
典
第2
巻」

(三
省堂)
に「
現
代日
本
語
音韻」
を 、
杉藤編に「五
十
音図の
音
声
学」

を
執
筆し
てい
る 。

65 



実
験
音
声
学の
ひ
とつ
の
重
要な
役
割は
従
来の
主
観的
観
察に
もとづ
く

音
声
学的
諸
概
念の
批
判で
ある
が 、
ア
クセ
ン
トや
イン
ト
ネーショ
ン
に

く
らべ
る
と
分
節
音は
はるかに
多
数の
音声
特徴の
複合
体と
して
定
義さ

れ
る
ので
困
難がおお
きい 。
今石元久・
山下
伸典・
三
輪譲二・
世
木秀

明「
音
響
分
析及びパ
ラ
トグ
ラフ
に
よ
る
方
言
母
音の
記
述方
法」(『信学技

報』
岱
∞∞lm) 、
今石・
三
輪「
母
音の
音
響
的
特

徴||方言による差異
|l」

(杉藤編)
は
母
音を
対
象に
こ
の
問題に
と
りくん
でい
る 。
短
期
的に
成
果

の
あが
る
問
題で
は
ない
が
今後と
も
長く
継
続してほ
しい
研
究で
ある 。

高
田
正
治
「ダ
イナ
ミッ
クパ
ラ
トグラフ
ィ
に
よ
る
青
森県
深
浦方
言の
分

析」(研究報告集(凶) 、
国立国語研究所)
もこ
の
傾
向に
属する 。

生
成立目
韻
論では
各
種
分節
音を
弁
別
素
性の
束と
し
て
定
義する 。
近年

弁
別
素
性
理
論に
大
幅な
変
更が
あい
つ
い
で
く
わえ
ら
れ
てい
る 。
同ハ-
z­

ω
芯
〈巾
ロω
除
ω・
』

同内向
山、
8
F
M》
ユ
ヨ
白
弓
同
g
Z吋巾印
白
ロ
門同
門
F
2吋
巾
ロ
ゲ
白
ロnm
g
g同

E
n
o
s
o
E
ロ片的
(
E口問
E
常
的
ll)

は
音
響的ない
し
知
覚的
特性に
も

とづい
て
素
性
聞に匂己目白弓・
お円。ロ色白一
弓
の
区
別
を
導入
するこ
と
を
提

案する 。
従
来か
ら
音声
研
究
者の
なか
では
弁
別
素
性の
前
提と
考えら
れ

るセ
グメン
トの

時間的・
知
覚的
独
立
性に
対する
強い
批
判が
あっ
たが 、

こ
の
研
究は
知
覚の
面に
おい
て
批
判にこ
た
えよ
うと
する
もので
ある 。

も
うひ
とつ
の
修正
は一
九八
五
年に
発表さ
れ
た
の・
2
0mgmロ
F
、H，
z

m
巾
0
5
2
ミ
O町

立】
O
ロ
O]
O
問一
円
丘
町
g
Z『
巾印

(
同V
Y
0
3
0-
o
悶
可
ペ
g司
σ
o
o
r
2)

に

端
を
発する同
SEEm
g52
ミ
の
理
論で
あり 、
素
性聞に
階
層関係
を
導

入
する
もので
ある 。
]
』

冨
nh
白えyp
pw
白
zz
mm0
52
ミ
白
ロ色色巾匂巾
ロ­

a
g
Q一
〉
zi
g司・
(
3052
2
6 、
2
14)

に
理
論の
概要と
問
題
点が

ま
とめ
ら
れてい
る 。
壇
辻正
剛・
嵯峨
山
茂
樹「
音素環
境ク
ラス
タ
リン

グと
弁別
素
性の
音響的
側面に
関する一
検討」(「信学技報」
町
的|符)

は
音響的な
分
類を
もちい
て
独
自の
成果
を
あ
げてい
る 。
同州・
〉・
冨
gg『

hw
]
ロ
0・
明，
g
E
S
円】司
包-n
S
E--片
山、
白
ロ仏
己
ロ仏巾吋凹
HMmn
sn
白
念
。
口一
司
白
E
Z}

官
。印
O円四
】ニ
ロ
』
右回口巾印m
H忌
gmzn凶
(円
吉岡ロ担問巾
日
2)
は
語
業
音
韻
論に

お
け
る
素
性の
指
定に
関
す
る
理
論的
考
察で
ある 。
一
九
八
六
年に
戸吉田

空
EW
ESE
ミ
に
発表さ
れ
て
話
題に
なっ
た
連濁に
関する
分
析の
修正

案をふくむ 。
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母
音無
声
化につ
い
ての
論文 。
杉藤美代子
「
無
声
拍に
アクセン
ト
を

置く
発話の
生
成と
知
覚」(『樟蔭国文学』お)
「日
本の八
都
市に
お
ける
母

音の
無声化」(『大阪棒蔭女子大学論集』
M) 、
杉藤・
康瀬
肇
p
a
RZ
S

自
己
胃
R
3
z
g
o『
R
R
三
邑
己
2
2n
a

g
毛
色印
宮
】
田
宮
ロ巾印巾
(
〉
ロロ
E­

∞己-m
E
EFHu
n) 、
前
川
喜久
雄「
母
音の
無
声
化」(杉藤編) 、
栗
谷川
福

子・
津
島
政
行
者
。
丘
白nn
gグ
骨4
0-包
括
自色
合
E己
g
o『
4
0

42Z
S

F
3
5師向(〉
E
S
EE--2E
EF司
幻) 。
母
音無
声化は
単
純そ
うでい
て 、

生
成・
知
覚・
地
域差・
アクセン
ト
との
関係
等ど
の
側面
をと
り
あげて

も
複雑
微妙で
あるこ
とが
あら
ため
て
認識さ
れ
た 。

六、

学
会
の
う
ご
き

科学
研
究
費重
点
領域
研
究と
して
杉藤美
代子を
代
表と
する
「日
本
語

音声に
お
ける
韻律的
特徴の
実態と
その
教
育に
関する
総合
的
研
究」
が

発
足し
た 。
音声データベ
ース

の
作
成とい
う
明確な
目
標を
設定してお

り 、
社
会
的・
地
域
的に
多
様
な日
本
語
音声
を
対
象に
統一
さ
れ
た
共
通
調

査
票に
よる
高
品質の
音声
収録をおこ
な
うこ
とがプロ
ジェ
クトの
基
本



的
課
題
と
な
る 。
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
の
公
開
に
よ
っ
て
従
来
に
な
い
研
究・
教
育

上
の
可
能
性
が
ひ
ら
け
て
く
る
で
あ
ろ
う 。
収
録・
研
究
と
も
本
格
的
成
果
は

今
後
に
ま
つ
こ
と
に
な
る
が 、
初
年
度
の
研
究
成
果
報
告
書
が
す
で
に
印
制
さ

れ
て
い
る 。
ま
た
『
日
本
語
学」
8
|
3
の
特
集
に
杉
藤
美
代
子 、
板
橋
秀
て

佐
藤
亮一
ら
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
紹
介
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る 。

日
本
音
声
学
会
が一
九
八
八
年
か
ら
全
国
大
会
を
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ

た 。
こ
の
学
会
は
今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
を
め
ざ
す
の
だ
ろ
う
か 。
こ
の
二
年

間
の
全
国
大
会
発
表
論
文
集
を
み
る
と
理
工
医
学
系
の
発
表
者
が
僅
少
で
あ
る

こ
と 、
一
九
八
九
年
大
会
の
小
泉
保
に
よ
る
講
演
「
日
本
語
の
音
声
変
化
に
対

す
る
依
存
音
韻
論
的
考
察(
1)」

(『
音
声
学
会
会
報』
問)
を
の
ぞ
い
て
音
韻
に

関
す
る
理
論
的
研
究
が
皆
無
で
あ
る
こ
と 、
英
語
以
外
の
外
国
語
音
声
に
関
す

る
発
表
が
な
い
こ
と
な
ど
に
問
題
を
感
じ
る 。
今
日
の
音
声
研
究
は
い
わ
ゆ
る

学
際
領
域
の
典
型
を
な
し
て
い
る 。
さ
ま
ざ
ま
な
領
減
の
研
究
者
が
有
効
に
交

流
し
あ
え
る
場
を
提
供
し
て
ほ
し
い 。

韻(理論・現代)

司
〉(
国
際
音
声
字
母)
改
訂
の
た
め
の
国
際
会
議
が一
九
八
九
年
に
西
独
キ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
た 。
『
音
声
学
会
会
報』
即
お
よ
び
『
信
学
技
報
担」
悶
|

凶

に
そ
れ
ぞ
れ
岡
田
秀
穂 、
比
企
静
雄
に
よ
る
報
告
が
あ
る 。
今
回
の
改
訂
で
あ

た
ら
し
い
の
は
病
的
音
声
(
3
50
E
包円
曲
宮市ny)
へ
の
司
〉
適
用
の
原
則
を

う
ち
だ
し
た
こ
と 、
ま
た同司
〉
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
へ
の
入
力
方
法
が
検
討
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る 。
い
ず
れ
も
従
来
か
ら
多
方
面
で
顕
在
化
し
て
い
た
問
題
で
あ

る 。
新
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
印
刷
さ
れ
る
が
今
回
は
オ
ー

デ
ィ
オ・
テ
l

プ
も
作
成

さ
れ
る
と
い
う 。
あ
た
ら
し
い
子
音・
母
音
チ
ャ
ー
ト

が
岡
田
論
文
に
お
さ
め

ら
れ
て
い
る 。

三当己
目

七、

そ
の
ほ
か
の
話
題

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
利
用
し
た
安
価
な
デ
ジ
タ
ル
音
声
分
析
シ
ス

テ
ム
が
非
商
業
ぺ
l

ス
で
普
及
し
よ
う
と
し
て
い
る 。
今
川
博・
桐
谷
滋「
ロω喝

を
用
い
た
ピ
ッ
チ 、
フ
オ
ル
マ
ン
ト

実
時
間
抽
出
と
そ
の
発
音
訓
練
へ
の
応
用」

(「
信
学
技
報」
目
的
l

mm) 、
三
輪
譲
二「
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
用
い
た

初
心
者
用
対
話
型
音
声
分
析
シ
ス
テ
ム」
(「
日
本
音
響
学
会
誌」
HH
1
9)
に
紹
介

が
あ
る 。
い
ず
れ
も
ス
ペ
ク
ト
ロ
グ
ラ
フ
の
基
本
的
機
能
を
カ
バ
ー

す
る
ほ
か

に
音
声
波
形
の
編
集
や

口λυ
に
よ
る
フ
ォ
ル
マ
ン
ト

軌
跡
の
追
跡
と
ピ
ッ
チ

抽
出
が
実
現
さ
れ
て
い
る 。
三
輪
の
シ
ス
テ
ム
で
は
〉ロ
巳
3-mlσ可
ω可ロ­

s
gu
に
よ
る
フ
ォ
ル
ト

マ
ン
ト

周
波
数
等
の
高
精
度
抽
出
も
可
能
で
あ
る 。

研
究
ツ
l

ル
の
開
発
は
専
門
的
業
績
と
し
て
は
評
価
さ
れ
に
く
い
だ
け
に
開
発

普
及
へ
の
努
力
に
感
謝
が
つ
き
な
い 。
今
後
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
に
希
望
し
た

い
の
は
ピ
ッ
チ
・

パ
ラ
メ
ー

タ
な
ど
を
変
更
可
能
な
戸喝の
再
合
成
機
能
の
実

装
で
あ
る 。

佐
藤
栄
作
編『
ア
ク
セ
ン
ト

史
関
係
方
言
録
音
資
料』
(
早
稲
田
大
文
学
部
秋
永

研
究
室)
は
伊
吹
島
は
じ
め
日
本
全
国
十
二
地
点
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
収
録
し
た

カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
二
巻
と
そ
の
文
字
化
資
料 。
「
文
字」
化
に
は
か
な
り
音
声
学

的
な
ア
ク
セ
ン
ト

記
述
を
含
む 。
筆
者
は
音
声
資
料
公
開
の
必
要
性
を
指
摘
し

た
こ
と
が
あ
る
が(『
日
本
語
学』
8
1
3
の
拙
稿
参
照) 、
内
心
そ
の
実
現
は
な
か

な
か
難
し
い
だ
ろ
う
と
も
思
っ
て
い
た 。
編
者
は
じ
め
関
係
各
位
の
勇
気
に
敬

意
を
表
す
る 。
城
生
伯
太
郎「
音
声
学』
(
ア
ポ
ロ
ン
音
楽
工
業)
が
新
装
増
訂
版

と
な
っ
た 。
第
7
章
「
具
体
言
語
の
記
述」
の
内
容
を
お
さ
め
た
ビ
デ
オ・
テ

ー
プ
も
「
ビ
デ
オ
音
声
学(
上)
(
下)』
と
し
て
発
売
さ
れ
た 。
こ
の
出
版
に
関

し
て
は
別
途
適
任
者
に
よ
る
書
評
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る 。
清
水
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康
行「
二
十
世
紀
早
期
の
演
説
レ
コ
ー
ド

資
料
群
に
聴
く

合
効
音
の
発
音」(『
名

古
屋
大
国
語
国
文
学』
ω)
の
よ
う
に
過
去
の
音
声
資
料
を
発
掘
す
る
仕
事
も
貴

重
で
あ
っ
た 。

八、

感

想

展
望
を
お
え
で
の
所
感
を
の
べ
る 。
日
本
の

||『
特
に
国
語
学
の

||
音
韻

研
究
は
そ
の
手
法
に
お
い
て
記
述
言
語
学
へ
の
傾
斜
が
い
ち
じ
る
し
い 。
記
述

的
研
究
の
ほ
と
ん
ど
唯一
の
目
的
は
主
知
的
意
味
の
対
立
に
関
与
す
る
音
韻
特

徴
を
デ
ー

タ
か
ら
帰
納
す
る
こ
と
で
あ
る
が 、
こ
れ
は
言
語
研
究
に
お
い
て
重

要
で
あ
る
が
あ
く
ま
で
部
分
的
な
研
究
課
題
で
あ
る 。
共
時
的
言
語
研
究
の
最

終
目
標
は
言
語
の
全
体
像
を
え
が
く
こ
と 、
つ
ま
り

任
意
の
自
然
言
語
の
モ
デ

ル
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
る 。
生
成
音
韻
論
や
規
則
合
成
を
中
心
と
す
る
工
学

的
研
究
が
こ
の
目
標
を
念
頭
に
お
い
て
言
語
に
挑
戦
し
て
い
る
の
に
対
し 、
国

語
学
的
音
韻
研
究
で
は
こ
の
目
標
の
存
在
が
意
識
さ
れ
る
こ
と
自
体
が
は
な
は

だ
す
く
な
い
と
筆
者
に
は
お
も
わ
れ
る 。
卑
俗
な
た
と
え
で
あ
る
が 、
こ
の
点

で
国
語
学
の
音
韻
研
究
は
国
際
的
な
研
究
動
向
に
対
し
て一
種
の
閉
鎖
市
場
を

形
成
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る 。
そ
の
意
味
で
イ
ン
ト
ネ
ー

シ
ョ

ン
研
究
が
隆
盛
を
む
か
え
つ
つ
あ
る
こ
と
は
歓
迎
す
べ
き
傾
向
で
あ
る 。
す
で

に
指
摘
し
た
よ
う
に
イ
ン
ト
ネ
ー

シ
ョ
ン
は
言
語
学
の
お
お
く
の
領
域
に
ま
た

が
る
問
題
で
あ
る
た
め 、
い
や
お
う
な
し
に
何
ら
か
の
モ
デ
ル
に
立
脚
し
た
ひ

ろ
い
視
野
の
研
究
を
要
請
す
る
か
ら
で
あ
る 。
た
だ
し 、
日
本
語
イ
ン
ト
ネ
ー

シ
ョ
ン
研
究
に
か
か
わ
っ
て
い
る
研
究
者
の
ほ
と
ん
ど
は
言
語
学
出
身
者
で
あ

り 、
国
語
学
で
の
定
着
を
楽
観
視
す
る
こ
と
は
で
き
そ
う
も
な
い 。
司
伶
切
な

ど
の
研
究
に
対
し
て
国
語
学
者
か
ら
の
敏
感
な
反
応
を
期
待
し
た
い 。
海
外
で

の
日
本
語
研
究
が
「
外
圧」
と
な
っ
て
日
本
語
音
韻
研
究
の
視
野
が
拡
大
す
る

な
ら
ば 、
そ
れ
は
そ
れ
で
結
構
な
こ
と
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い 。
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今
期
は
国
内
外
の
重
要
な
研
究
に
め
ぐ
ま
れ 、
展
望
執
筆
者
と
し
て
幸
運
で

あ
っ
た 。
海
外
の
研
究
を
と
り
あ
げ
た
分
紙
幅
が
圧
迫
さ
れ 、
圏
内
の
特
色
あ

る
研
究
の
多
く
を
割
愛
す
る
結
果
と
な
っ
た 。
コ
メ
ン
ト

内
容
に
誤
解
や
ひ
と

り
合
点
も
あ
ろ
う 。
大
方
の
寛
恕
を
こ
い
ね
が
う
ば
か
り
で
あ
る 。

||
国
立
国
語
研
究
所
員

||


